
 
複数の学校でインフルエンザが流行しています。学級・学年閉

鎖になるほど よう

です。大切な受検を控えている３年生のために、全員で対策して

いきましょう！ 

 

 

 

と思ったら へ！ 

 発症から 48時間以内にインフルエンザ治療薬の服用を始めると、 

 

38℃以上の高熱 

頭痛 

関節痛・筋肉痛 

倦怠感 

↑これらの症状が 

みられる 

由利本荘市・にかほ市内 

インフルエンザ流行中 

よく似た症状が多く、自分では判断

できないことがほとんどです。 

「体調が悪いな」と思ったら、早めに

受診しましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       インフルエンザと診断されたら、学校へご連絡ください。(℡５７－２３０９) 

       その際に、以下について確認いたします。 

                                ご協力よろしくお願いします。 

 ウイルスに感染すると、１～３日の潜伏期間の後、急に発症(発熱)し

ます。感染した人からウイルスが出る期間は「発症前の１日前～発熱の

期間(３～５日くらい)～解熱後２日間くらい」です。そのため、解熱後

２日間も休む必要があります。 

 インフルエンザの治療薬を服用すると、ウイルスが残ったままでも２

日くらいで解熱することがあります。しかし、解熱後２日過ぎても感染

力が続くため、「発症した後、５日を経過」するまで休む必要があります。 


